
 

令和４年度 学校経営計画書 

 

学校番号 24 学 校 名 静岡県立伊豆の国特別支援学校伊豆松崎分校 校長名 早田 公子 

 

１ 目指す学校像 

(1) 学校教育目標 

「良さが輝き 未来をひらく」 

   一人一人が確かな学びを積み重ね、仲間や地域とつながりながら、自分の良さを生きる力へと輝

かせ、夢や希望を持ち、自ら未来をひらく(「開く」「拓く」「啓く」)人を目指す。 

  校訓「地域に学び 地域に活きる人」 

 

(2）目標具現化の柱 

  ア（安全・安心） 命と健康を守り、人権を尊重し、一人一人を大切にする学校 

  イ（ 専 門 性 ） 確かな力を積み上げ、一人一人の良さを引き出す学校 

  ウ（ 連  携 ） 保護者や地域、松崎高等学校と連携し、生徒の社会参加を目指す学校 

  エ（チーム学校） 教職員が主体的に学校づくりに参画する学校 

 

２ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

安 

全 

・ 

安 

心 

 

安全で安心に生活でき

る環境づくり 

・個々の教職員が適切な判断と

行動のできる実践的なマニュ

アルと効果的な訓練の実施 

・役割や方法を全教職員が理

解し、対応することができ

た。 

指導健康

安全課 

学部 

・命を守る体験的な学習の実施 ・生徒に防災、防犯の備えが身

についた。 

・生徒の人権を尊重した関わり

方の効果的な研修の実施 

・生徒の意思や行動を大切に

するなど人権を尊重した教

職員の関わりができた。 

・生徒が互いを認め合う機会の

設定 

・互いを認め合う生徒同士の

関わりが育った。 

心身ともに健康に生活

できる意識・習慣の確

立 

・運動への意識向上と充実感を

持てる場面の設定 

・生徒が積極的に運動に取り

組んだ。 

 

指導健康

安全課 

学部 

(体育科) ・健康な生活を送るための保健

指導の実施 

・生徒が保健指導で学んだこ

とを日々の生活に活かした。 

専

門

性 

 

自立と社会参加を目指

した教育(キャリア教

育)の充実 

・生徒・保護者が個々の目標を

理解し行動するための研修や

定期的な面談の実施 

・キャリアパスポートの活用 

・生涯学習の推進 

・生徒が自己の目標を理解し、

各授業、実習に臨み、自己評

価することができた。 

連携進路

課 

教務研修

課 

学部 

・生徒が生活を振り返り、改善

に取り組んだ。 

・自己肯定感を高め、適切な自

己理解と自己コントロール力

を高める自立活動を中心とし

た教育活動全体での取組 

・生徒が自他を大切にし、適切

に自己表現するとともに教

育活動に前向きに取り組ん

だ。 

学習指導要領の「育成

を目指す資質・能力」に

基づく一人一人の「生

きる力」を育成する授

業の充実 

・個別の指導計画などを活用し

た、個別最適な学び(個に応じ

た指導)やカリキュラム・マネ

ジメントの取組 

・「主体的・対話的で深い学び」

の視点での授業改善や適切な

学習評価 

・教職員間で生徒の実態(アセ

スメント)や目標、各教科等

の関連性を共通理解すると

ともに新学習指導要領に基

づいたＰＤＣＡサイクルで

の授業改善を行った。 

教務研修

課 

特別支援教育に関する

専門性の向上 

・外部専門家等を活用した教職

員研修の充実 

・専門研修等の伝達やそれに連

動したＯＪＴの実践 

・教職員が研修等で学んだこ

とを生徒の指導に活かすこ

とができた。 

教務研修

課 



  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

連

携 

 

生徒の個性を生かし多

様な人々との協働を促

す「共生・共育」の充実 

・松崎高校との実りある交流及

び共同学習のためにお互いの

目標を明確にした事前・事後

の打ち合わせの実施 

・松崎高校との交流及び共同

学習で互いを理解、尊重し、

自ら協働的な活動に参加す

る生徒を育んだ。 

交流担当 

教務研修

課 

学部 

・地域に出て行う作業学習や校

外学習など、地域の人と関わ

り、協働する場の設定 

・地域の人や関わる人々の共

生・共育についての理解や意

識が高まるよう教職員が目

標を共有し連携、協働した。 

保護者､地域関係機関

との行動連携の推進 

・保護者に対して地域福祉に関

する情報提供の場の設定 
・進路や地域福祉に関する保

護者の意識が高まった。 

連携進路

課 

学部 

 

・支援会議や連絡協議会の参加

等を通して教職員が関係機関

と関わる場面の設定 

・本校の教育や生徒への理解

が地域や関係機関に広がっ

た。 

特別支援教育のセンタ

ー的機能の充実 

・市町教委、小中学校、高等学

校等とつながる機会の設定や

理解啓発活動の実施 

・小・中学校等に機能が周知さ

れ、児童生徒、学校等への支

援実績を積み重ねた。 

連携進路

課 

企画 

チ 

| 

ム 

学 

校 

働きがいのある学校に

するための業務改善の

推進 

・役割を果たし、仲間とともに

高め合い、支え合うチームと

しての協働体制の醸成 

・教職員個々のタイム・マネジ

メントの充実 

・教職員が役割を理解した協

働、タイム・マネジメント、

援助要請等を適切に行うこ

とでの業務改善に取り組み、

効果的な指導につながった。 

企画 

学部 

運営委員

会 

信頼される学校づくり

のための意識向上 

・生徒や保護者、地域、関係機

関との学校教育目標の共有 

・所属意識を高める不祥事根絶

や交通事故防止研修の実施 

・教職員が分校の価値や所属

意識を感じるとともに、不

祥事、交通加害事故、交通

違反ゼロに取り組んだ。 

 


